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　 1.はじめに
　どのような言語も変化するというのは,言 語研
究の常識である。では,江 戸時代は,ど のような
発音であったのか。但 し,音声データが無い以上,
当時の音は表記された資料(文 字)の 中か ら推測
す るしかない。そこで,江 戸時代に手習い本 とし
て使用された往来物 『永代節用無尽蔵』か ら,現
在の言語学の見解を紹介 したい。
　 2.江戸時代の発音 と発音表記方法
　 『永代節用無尽蔵』の五音相通には,日 本語の
発音表記に関す る記述 がみ られる(図1)。 ここ
にはア行からワ行までの五十音図があり,上段 に
はア行か らそれぞれ,「喉,牙,歯,舌,唇 」 と
書かれている。 この 「喉」「牙」 とい うものは,
中国から伝わった発音表記方法であり,日本では
中国の漢字の発音を研究する手段 として,平 安時
代から既 に使われていた方法であった。
　次に,図1の 五音相通から,江戸時代の発音 に
ついてみていくこととす る。ここで,江 戸時代 と
現在の発音表記方法を対応 させたものを以下に示
す。
〈江戸と現在の発音表記方法〉
江戸　　　　　現在
ア行喉音 …　　 母音
力行牙音 …　　 軟口蓋　破裂音
サ行歯音 …　　 歯音 ・歯茎　摩擦音
タ行舌音 …　　 歯音 ・歯茎　破裂 ・破擦音
ハ行唇音 …　　 ハヘホ声門 ・ヒ硬口蓋 ・フ両唇
　　　　　　　摩擦音
図1　 『永代節用無尽蔵』五音相通
解では,こ の言語資料が反映 された時代のハ行の
音は,唇を使った唇音(現代 日本語の両唇摩擦音)
「ファ ・フィ ・フ ・フェ ・フォ」であるとされて
いる。つまり,現在の 「歯(ハ)」という言葉は 『永
代節用無尽蔵』が反映された時代には 「歯(フ ァ)」
と発音 されていたということになる。
　 3.ま とめ
　 日本語の発音に関する言語学の見解 とその実例
を紹介 した。江戸時代には,現 在のような,解 剖
学 ・組織学 ・発生学などを基にした発音源など,
医学知識を基 にした研究は,恐 らく十分ではな
かったことが容易に想定 され る。発音の問題は,
江戸時代に発達 した義歯とも関連性があると考え
られるので,今 後は義歯と発音の関連について検
討 していくつ もりである。
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　現在のハ行は複雑な体系をしている。ハ行の場
合,ハ ヘホ声門,ヒ 硬口蓋,フ 両唇 と構音位置が
異なる。現在のハ行はフを除いて,唇 を使わない。
よって,唇 と書かれた 『永代節用無尽蔵』の発音
と現在 とでは音が違 うことがわかる。言語学の見
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